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一精原細胞スタートの生殖細胞群はどうして

Intercellular bridgeでつながっているのか？  
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精巣では一精原細胞スタートの生殖細胞が Intercellular 

bridge（ICB）で結合したまま増殖を続け、管腔に精子を遊離
する。In sillico解析により精原細胞で発現する精巣特異的遺
伝子として TEX14が見つかった。TEX14のノックアウトマウ
スが 2006年に作製された。TEX14 KOマウスは ICB欠損によ
り雄性不妊になった事から、ICBは精子形成に必要不可欠で
ある事が分かった。ICBは環状で、精子形成過程においてそ
の直径や構成タンパク質が変化する事が分かってきた。幸運

にも、その形成維持メカニズムのコアな部分を解き明かす事

ができたが、その機能は未だ全く未明である。ICBは細胞間シンクロナイゼーションの
ために機能する、つまり、妊よう性のある良質の精子を均一に産出するために、細胞

内環境や成熟ステージを進めるタイミングを合わせているのだろうと予想する事はで

きる。しかし、その証明は容易ではない。私は ICBのリングを通して起こっているに
違いないと信じている選択的物質輸送をいつか視覚的に観察する事を目指して、なか

なか終着点にはたどり着けそうにない研究をスタートさせてしまった。 
	 今回のセミナーでは、Intercellular bridge（ICB）という構造体を紹介すると共に、
現在進行中の研究内容をお話させて頂きたい。 
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